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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第98期

第３四半期連結
累計期間

第99期
第３四半期連結
累計期間

第98期
第３四半期連結
会計期間

第99期
第３四半期連結
会計期間

第98期

会計期間

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    ８月31日

自  平成22年
    12月１日
至  平成23年
    ８月31日

自  平成22年
    ６月１日
至  平成22年
    ８月31日

自  平成23年
    ６月１日
至  平成23年
    ８月31日

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
     11月30日

売上高 (百万円) 50,470 60,117 18,513 20,894 69,513

経常利益 (百万円) 4,581 8,334 2,253 3,344 6,699

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,868 4,135 1,545 1,579 3,772

純資産額 (百万円) ― ― 63,079 66,596 63,162

総資産額 (百万円) ― ― 105,220 105,628 105,635

１株当たり純資産額 (円) ― ― 595.80 633.18 601.44

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 29.85 43.54 16.09 16.63 39.34

潜在株式調整後１株
当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 54.4 56.9 54.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 9,915 6,556 ― ― 14,095

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,044 △5,959 ― ― △5,522

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △12,800 △4,434 ― ― △15,562

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 14,510 9,653 13,525

従業員数 (名) ― ― 4,687 5,052 4,843

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名) 5,052

(注) 従業員数は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名) 1,600（249）

(注) １ 従業員数は就業人員であります。

(注) ２ 臨時雇用者数（嘱託契約の従業員、人材会社からの派遣社員及び期間社員を含む。）は、当第３四半期会計

   期間平均人員を（ ）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績及び受注状況

当社グループの生産品目は、広範囲かつ多種多様であり、同種の製品であってもその形状は一様ではな

く、正確な生産規模としての把握が困難であり、また受注生産形態をとらない製品も多いため、セグメン

ト別に生産規模及び受注規模を金額あるいは数量で示すことはしておりません。

　
(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

日本 10,252 ―

米州 3,313 ―

欧州 1,749 ―

アジア 5,578 ―

合計 20,894 ―

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  主な販売先については、総販売実績の100分の10を超えている販売先がないため記載を省略しております。

３  上記の金額には消費税等は含まれておりません。
　
　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当第３四半期連結会計期間における財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析は以下の

とおりです。また、文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断し

たものです。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間における世界経済は、欧州、米州での停滞懸念が広がる一方で新興国は成長

を維持する等、総じて緩やかな回復基調にて推移しました。国内においては、３月の震災発生により景気

は急激に減速しましたが、復旧の進展とともに回復の兆しも見られつつあります。

当精密機械工具業界においては、主要ユーザーである自動車関連産業の国内での減産による影響はあ

りましたが、輸出及び海外需要に支えられ総じて堅調に推移しました。

当社グループにおいても、３月以降国内市場を中心に一部での実需の落ち込みはありましたが、成長市

場であるアジア地域の好調な需要に加え米州、欧州でも回復を維持したことにより売上高は増加基調を

継続しました。海外売上高比率は、アジア地域の伸びにより51.6％（前年同期は50.3％）となりました。

売上高の増加に伴う製造部門の稼働率の向上により利益面でも改善傾向を継続しています。

なお、当第３四半期においてブラジルのマナウス地区に所在する非連結子会社の清算を決定したこと

により、関係会社出資金評価損として３億２千４百万円の特別損失を計上しております。

以上の結果、売上高は208億９千４百万円（前年同期比12.9％増）、営業利益36億３千１百万円（前年

同期比30.0％増）、経常利益33億４千４百万円（前年同期比48.4％増）、四半期純利益15億７千９百万円

（前年同期比2.2％増）となりました。

　
セグメント業績は次のとおりです。

　

[日本]

売上高は139億８百万円（前年同期比12.6％増）、営業利益は17億７千１百万円（前年同期比　44.5％

増）となりました。

主要ユーザーである自動車関連産業での生産回復に加え、堅調な海外需要に支えられ市況は回復基調

を維持しました。主力製品のタップをはじめ、ハイスドリル、ハイスエンドミル等の需要の回復により、当

第３四半期は前年同期と比較して売上高、営業利益ともに増加しました。

　
[米州]

売上高は33億６千６百万円（前年同期比8.0％増）、営業利益は３億８千５百万円（前年同期比3.6％

増）となりました。

主要市場の北米においては、自動車関連産業をはじめとしたユーザーでの生産の増加を反映した市況

の回復により、売上高は外貨ベースで過去最高を更新しました。主力製品のタップをはじめ、超硬ドリル、

ハイスドリル、超硬エンドミル等の需要の回復により、当第３四半期は前年同期と比較して売上高、営業

利益ともに増加しました。
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[欧州]

売上高は17億５千４百万円（前年同期比22.3％増）、営業利益は２億６千万円（前年同期比36.1％

増）となりました。

全般的に通貨危機による経済への不安はあるもののユーロ安による外需産業の活況等により、製造業

を中心に景気は回復基調を維持しました。主力製品のタップ、超硬エンドミル等の需要の回復により、当

第３四半期は前年同期と比較して売上高、営業利益ともに増加しました。

　

[アジア]

売上高は58億２千８百万円（前年同期比19.8％増）、営業利益は12億６千８百万円（前年同期比

29.5％増）となりました。

他地域セグメントに先駆け、前第３四半期に四半期ベースで過去最高の売上高を更新し以降増加傾向

を継続しました。韓国及び東南アジア地域においては、自動車、IT関連産業等での生産の増加を反映し、市

況は好調を維持しました。中国、台湾においても、足元の市況に一部減速感がありますが、売上高は増加し

ました。主力製品のタップの好調により、当第３四半期は前年同期と比較して売上高、営業利益ともに増

加しました。

　

(2) 資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金、仕掛品、原材料及び貯蔵品、機械

装置及び運搬具等が増加しましたが、現金及び預金等が減少したことにより、前連結会計年度末（以下、

「前期末」という）と比較して７百万円減少し、1,056億２千８百万円となりました。

一方負債は、短期借入金、賞与引当金等が増加しましたが、１年内返済予定の長期借入金、長期借入金等

が減少したことにより、前期末と比較して34億４千１百万円減少し、390億３千１百万円となりました。

また、純資産は利益剰余金等が増加したことにより、前期末と比較して34億３千４百万円増加し、665億

９千６百万円となりました。この結果、自己資本比率は前期末と比較して2.8ポイント増加し、56.9％とな

りました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は96億５

千３百万円となり、第２四半期連結会計期間末と比較して17億４千万円の減少、また前連結会計年度末と

比較して38億７千２百万円の減少となりました。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は16億８千万円となりました。（前年同四半期連結会計期間（以下、

「前年同期」という）比10億２千３百万円減）主な要因は税金等調整前四半期純利益30億２千２百万

円、減価償却費14億６千万円、売上債権の増加額10億２千６百万円、たな卸資産の増加額15億６千１百万

円、未払費用の減少額19億４千１百万円、法人税等の支払額７億９千７百万円等であります。

　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって支出した資金は21億４千３百万円となりました。（前年同期比10億６百万円増）主

な要因は有形固定資産の取得による支出19億５千１百万円等であります。

　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって支出した資金は11億３千４百万円となりました。（前年同期比１億４千６百万円

増）主な要因は短期借入金の純減少額２億１千２百万円、長期借入金の返済による支出５億６千５百万

円、配当金の支払額５億６千８百万円等であります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は２億３千７百万円です。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更及び重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年10月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 98,955,226 98,955,226

東京証券取引所
(市場第一部)
名古屋証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 98,955,226 98,955,226 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年６月１日～
平成23年８月31日

─ 98,955,226 ─ 10,404 ─ 12,051

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年５月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

3,987,600
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

94,835,300
948,353 ―

単元未満株式
普通株式

132,326
― ―

発行済株式総数 98,955,226 ― ―

総株主の議決権 ― 948,353 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,100株(議決権の数41個)含

まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
オーエスジー㈱

愛知県豊川市本野ヶ原
三丁目22番地

3,987,600 ― 3,987,600 4.02

計 ― 3,987,600 ― 3,987,600 4.02

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
12月

平成23年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 989 1,2221,2161,2221,2001,1041,1201,2771,260

最低(円) 879 971 1,122 925 1,013 996 975 1,125 931

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第一部）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年12月１日から平成22年８月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年12月１日から平成23年８月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年６月１

日から平成22年８月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年12月１日から平成22年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年12月１日から平成23年８月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,965 16,314

受取手形及び売掛金 17,149 15,359

有価証券 0 0

商品及び製品 11,266 10,928

仕掛品 3,435 2,741

原材料及び貯蔵品 4,239 3,301

その他 3,165 3,239

貸倒引当金 △206 △169

流動資産合計 51,017 51,715

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 13,335

※
 13,860

機械装置及び運搬具（純額） ※
 13,556

※
 12,999

土地 11,117 10,908

その他（純額） ※
 4,642

※
 2,476

有形固定資産合計 42,652 40,245

無形固定資産

のれん 501 623

その他 2,569 3,008

無形固定資産合計 3,071 3,632

投資その他の資産

投資有価証券 3,927 3,491

その他 5,227 6,838

貸倒引当金 △266 △287

投資その他の資産合計 8,888 10,041

固定資産合計 54,611 53,919

資産合計 105,628 105,635

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,296 3,731

短期借入金 6,562 4,654

1年内返済予定の長期借入金 4,237 5,781

未払法人税等 1,316 1,358

賞与引当金 1,452 245

役員賞与引当金 212 182

その他 4,158 7,021

流動負債合計 22,235 22,975
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

固定負債

長期借入金 13,974 16,882

退職給付引当金 282 227

役員退職慰労引当金 51 49

その他 2,488 2,338

固定負債合計 16,796 19,497

負債合計 39,031 42,473

純資産の部

株主資本

資本金 10,404 10,404

資本剰余金 14,197 14,197

利益剰余金 48,427 45,622

自己株式 △4,829 △4,827

株主資本合計 68,200 65,396

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 706 577

繰延ヘッジ損益 － △0

為替換算調整勘定 △8,775 △8,854

評価・換算差額等合計 △8,068 △8,278

少数株主持分 6,465 6,044

純資産合計 66,596 63,162

負債純資産合計 105,628 105,635
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 50,470 60,117

売上原価 32,489 36,042

売上総利益 17,980 24,075

販売費及び一般管理費 ※
 12,655

※
 15,097

営業利益 5,325 8,977

営業外収益

受取利息 129 124

受取配当金 36 50

助成金収入 26 －

その他 324 318

営業外収益合計 517 492

営業外費用

支払利息 404 323

売上割引 343 406

為替差損 272 233

その他 240 172

営業外費用合計 1,260 1,135

経常利益 4,581 8,334

特別利益

固定資産売却益 10 10

子会社清算益 31 －

システム解約損失戻入益 － 30

その他 8 4

特別利益合計 50 45

特別損失

固定資産売却損 14 23

固定資産除却損 49 32

ゴルフ会員権評価損 13 4

減損損失 21 －

関係会社出資金評価損 － 324

その他 2 －

特別損失合計 101 384

税金等調整前四半期純利益 4,530 7,995

法人税、住民税及び事業税 1,423 2,126

法人税等調整額 △257 961

法人税等合計 1,166 3,088

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,907

少数株主利益 495 772

四半期純利益 2,868 4,135
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 18,513 20,894

売上原価 11,235 12,190

売上総利益 7,278 8,704

販売費及び一般管理費 ※
 4,484

※
 5,072

営業利益 2,793 3,631

営業外収益

受取利息 35 42

受取配当金 20 31

助成金収入 4 －

その他 102 108

営業外収益合計 162 182

営業外費用

支払利息 121 109

売上割引 121 137

為替差損 337 209

その他 121 12

営業外費用合計 701 470

経常利益 2,253 3,344

特別利益

固定資産売却益 4 5

貸倒引当金戻入額 － 14

特別利益合計 4 20

特別損失

固定資産売却損 5 3

固定資産除却損 5 13

減損損失 5 －

関係会社出資金評価損 － 324

その他 1 1

特別損失合計 17 342

税金等調整前四半期純利益 2,240 3,022

法人税、住民税及び事業税 577 787

法人税等調整額 △12 401

法人税等合計 564 1,189

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,832

少数株主利益 130 253

四半期純利益 1,545 1,579
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,530 7,995

減価償却費 3,939 4,157

減損損失 21 －

のれん償却額 89 106

子会社清算損益（△は益） △31 －

有形固定資産除却損 49 32

有形固定資産売却損益（△は益） 3 12

投資有価証券評価損益（△は益） 0 －

受取利息及び受取配当金 △165 △174

支払利息 404 323

持分法による投資損益（△は益） △1 △2

関係会社出資金評価損益（△は益） － 324

システム解約損失戻入益 － △30

売上債権の増減額（△は増加） △3,527 △1,701

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,526 △1,917

仕入債務の増減額（△は減少） 1,634 599

未払費用の増減額（△は減少） △827 △2,324

その他 1,996 1,521

小計 10,643 8,921

利息及び配当金の受取額 105 124

利息の支払額 △424 △328

助成金の受取額 － 61

法人税等の支払額 △875 △2,268

法人税等の還付額 466 46

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,915 6,556
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年８月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △639 △240

定期預金の払戻による収入 546 748

有形固定資産の取得による支出 △2,041 △6,079

有形固定資産の売却による収入 65 33

投資有価証券の取得による支出 △9 △7

子会社株式の取得による支出 △81 △235

関係会社出資金の払込による支出 － △11

その他 △885 △165

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,044 △5,959

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △11,259 1,859

長期借入れによる収入 1,620 305

長期借入金の返済による支出 △2,309 △4,798

自己株式の取得による支出 △1 △2

配当金の支払額 △672 △1,330

少数株主への配当金の支払額 △177 △468

財務活動によるキャッシュ・フロー △12,800 △4,434

現金及び現金同等物に係る換算差額 △376 △35

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,306 △3,872

現金及び現金同等物の期首残高 20,816 13,525

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 14,510

※
 9,653

EDINET提出書類

オーエスジー株式会社(E01377)

四半期報告書

17/31



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

１  連結の範囲に関する事項の変更 (1)連結の範囲の変更

Quality Carbide Tool Inc.は平成22年10月１日にOSG Tap and

Die,Inc.と合併したことにより、消滅しました。

OSG Power Tools,Inc.は平成22年11月10日に清算を結了しており

ます。

(2)変更後の連結子会社の数

46社

２  持分法の適用に関する事項の変更 (1)持分法適用関連会社

  ①持分法適用関連会社の変更

      第２四半期連結会計期間より、新たに設立した

    Premium Grinding,S de R.L.de C.V.を持分法の適用の範囲

    に含めております。

  ②変更後の持分法適用関連会社の数

    ２社

３  会計処理基準に関する事項の変更 (1)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号  平成20年３月31日）及び「資産除去債

務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号  

平成20年３月31日）を適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

(2)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処

理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企

業会計基準第16号  平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関

連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号  

平成20年３月10日）を適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

(3) 企業結合に関する会計基準等の適用

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」

（企業会計基準第21号  平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関す

る会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）、「『研究

開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号  平

成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号  平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会

計基準第16号  平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準

及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指

針第10号  平成20年12月26日）を適用しております。
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【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

(四半期連結損益計算書)

  「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　
当第３四半期連結会計期間

(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

(四半期連結損益計算書)

  「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用によ

り、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

税金費用の計算 一部の連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成22年11月30日)

※ 有形固定資産の減価償却累計額      80,773百万円※ 有形固定資産の減価償却累計額      78,219百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日)

※  販売費及び一般管理費のうち主なものは、次のとお

りであります。

      減価償却費                        602百万円

      退職給付費用                      169  〃

      役員賞与引当金繰入額               47  〃

      従業員給与賞与                  5,291  〃

      販売奨励金                        444  〃

      のれん償却額                       89  〃

※  販売費及び一般管理費のうち主なものは、次のとお

りであります。

      減価償却費                       924百万円

      退職給付費用                     174  〃

      役員賞与引当金繰入額             212  〃

      従業員給与賞与                 6,066  〃

      販売奨励金                       484  〃

      のれん償却額                     106  〃

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

※  販売費及び一般管理費のうち主なものは、次のとお

りであります。

      減価償却費                        198百万円

      退職給付費用                       57  〃

      役員賞与引当金繰入額               31  〃

      従業員給与賞与                  1,923  〃

      販売奨励金                        177  〃

      のれん償却額                        7  〃

※  販売費及び一般管理費のうち主なものは、次のとお

りであります。

      減価償却費                       313百万円

      退職給付費用                      56  〃

      役員賞与引当金繰入額              86  〃

      従業員給与賞与                 2,102  〃

      販売奨励金                       170  〃

      のれん償却額                      35  〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年８月31日現在)

現金及び預金 14,631百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△2,120  〃

計 12,510百万円

有価証券 2,000  〃

株式及び取得日から満期日又は
償還日までの期間が３ヶ月を
超える短期投資

△0  〃

現金及び現金同等物 14,510百万円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年８月31日現在)

現金及び預金 11,965百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△2,312  〃

計 9,653百万円

有価証券 0  〃

株式及び取得日から満期日又は
償還日までの期間が３ヶ月を
超える短期投資

△0  〃

現金及び現金同等物 9,653百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  

至  平成23年８月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 98,955,226

　
２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,988,035

　
３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４  配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年２月19日
定時株主総会

普通株式 759 8 平成22年11月30日 平成23年２月21日 利益剰余金

平成23年７月11日
取締役会

普通株式 569 6 平成23年５月31日平成23年８月１日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

  前第３四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)並びに前第３四半期連結

累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年８月31日)

当社グループは、精密切削工具をはじめとする精密機械工具の専業メーカー及び販売会社であり、事業

の種類を大別すると精密機械工具部門とその他に分類されます。なお、精密機械工具部門における売上高

及び営業損益はいずれも全体の90％を超えているため事業の種類別セグメント情報は省略しておりま

す。

　
　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

9,338 3,078 1,433 4,66318,513 ― 18,513

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

3,010 39 1 201 3,252(3,252) ―

計 12,3483,117 1,434 4,86521,766(3,252)18,513

営業利益 1,226 371 191 979 2,768 25 2,793

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

  (1)  米  州……米国、カナダ、メキシコ、ブラジル

  (2)  欧  州……英国、ベルギー、フランス、オランダ、デンマーク、スペイン、ドイツ、イタリア

  (3)  アジア……中国、シンガポール、タイ、台湾、韓国、インド
　

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年８月31日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

26,3018,188 4,14311,83650,470 ― 50,470

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

7,771 100 6 503 8,382(8,382) ―

計 34,0738,289 4,14912,33958,852(8,382)50,470

営業利益 1,765 676 419 2,389 5,251 73 5,325

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

  (1)  米  州……米国、カナダ、メキシコ、ブラジル

  (2)  欧  州……英国、ベルギー、フランス、オランダ、デンマーク、スペイン、ドイツ、イタリア

  (3)  アジア……中国、シンガポール、タイ、台湾、韓国、インド
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

　

　 米州 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 3,045 1,456 4,807 0 9,309

Ⅱ  連結売上高(百万円) 　 18,513

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

16.4 7.9 26.0 0.0 50.3

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

  (1)  米  州……米国、カナダ、メキシコ、ブラジル

  (2)  欧  州……英国、ベルギー、フランス、オランダ、デンマーク、スペイン、ドイツ、イタリア

  (3)  アジア……中国、シンガポール、タイ、台湾、韓国、インド

３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
　

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年８月31日)

　

　 米州 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 8,139 4,205 12,187 1 24,533

Ⅱ  連結売上高(百万円) 　 50,470

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

16.1 8.3 24.2 0.0 48.6

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

  (1)  米  州……米国、カナダ、メキシコ、ブラジル

  (2)  欧  州……英国、ベルギー、フランス、オランダ、デンマーク、スペイン、ドイツ、イタリア

  (3)  アジア……中国、シンガポール、タイ、台湾、韓国、インド

３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

当社は、主に精密機械工具を生産・販売しており、国内においては当社が、海外においては米州（米国、カ

ナダ、メキシコ、ブラジル）、欧州（英国、ベルギー、フランス、オランダ、デンマーク、スペイン、ドイツ、イタ

リア）、アジア（中国、シンガポール、タイ、台湾、韓国、インド）等の各地域をOSG Tap and Die, Inc.（米

国）、OSG Europe S.A.（ベルギー）、欧士机（上海）精密工具有限公司（中国）、韓国OSG株式会社（韓

国）、OSG Asia Pte Ltd.（シンガポール）及びその他の現地法人が、それぞれ担当しています。アジアにつ

いては、地理的に近接しており、販売する市場または顧客の種類、販売方法が類似していることから、１つの

集約した事業単位として管理しています。現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品につ

いて各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。

従って、当社は生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「米

州」、「欧州」及び「アジア」の４つを報告セグメントとしています。各報告セグメントでは、主として精

密機械工具を生産・販売しています。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２日本 米州 欧州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 29,9759,531 4,976 15,63360,117 ― 60,117

セグメント間の内部
売上高又は振替高

10,491 133 10 707 11,343△11,343 ―

計 40,4679,665 4,986 16,34171,460△11,343 60,117

セグメント利益 4,339 1,011 688 3,478 9,519 △541 8,977

(注) １  調整額は、セグメント間取引消去によるものです。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２日本 米州 欧州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 10,2523,313 1,749 5,578 20,894 ― 20,894

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,656 53 4 250 3,964△3,964 ―

計 13,9083,366 1,754 5,828 24,858△3,964 20,894

セグメント利益 1,771 385 260 1,268 3,685 △53 3,631

(注) １  調整額は、セグメント間取引消去によるものです。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

  平成20年３月21日)を適用しております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成22年11月30日)

１株当たり純資産額 633.18円
　

１株当たり純資産額 601.44円
　

　
(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成22年11月30日)

純資産の部の合計額(百万円) 66,596 63,162

普通株式に係る純資産額(百万円) 60,131 57,117

差額の主な内訳(百万円) 　 　

  少数株主持分 6,465 6,044

普通株式の発行済株式数(株) 98,955,226 98,955,226

普通株式の自己株式数(株) 3,988,035 3,986,173

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 94,967,191 94,969,053

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 29.85円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
 

１株当たり四半期純利益金額 43.54円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
 

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 2,868 4,135

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,868 4,135

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 96,070 94,967
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第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 16.09円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
 

１株当たり四半期純利益金額 16.63円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
 

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 1,545 1,579

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,545 1,579

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 96,070 94,967

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

第99期(平成22年12月１日から平成23年11月30日まで)中間配当金について、次のとおり取締役会にお

いて決議しました。

①決議年月日 平成23年７月11日

②配当金の総額 569百万円

③１株当たり配当額 6円00銭
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月７日

オーエスジー株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    橋    英    之    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    高    橋    寿    佳    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

エスジー株式会社の平成21年12月１日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年12月１日から平成22

年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーエスジー株式会社及び連結子会社の平成

22年８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年10月11日

オーエスジー株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    橋    英    之    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    古    田       博       印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

エスジー株式会社の平成22年12月１日から平成23年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年12月１日から平成23

年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーエスジー株式会社及び連結子会社の平成

23年８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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